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――Robert Barclay の小説と Kathy Jetn̄il-Kijiner の詩を中心に―― 
小杉 世
１． はじめに 
3 月下旬、Teresia Teaiwa が他界した。筆者と同じ年生まれの詩人・文学研究者で、キリバ
ス人の父親とアフリカ系アメリカ人の母親のもと、ハワイに生まれ、ニュージーランドの
ヴィクトリア大学ウェリントン校で文学を教えていた。オーストラリア在住の文化人類学
者である妹 Katerina と Teresia の家族は、イギリスによるリン鉱石採掘のため、ギルバート
諸島のバナバ島からフィジーのランビ島に移住させられたキリバス人たちの家系である。




本稿で論じる Bobert Baclay の小説 Meļaļ: A Novel of the Pacific (2002)2 を ‘rare and precious 
gift to all humanity’ (208)3と評し、Kathy Jetn̄il-Kijiner はじめ南太平洋系の若い作家や研究者
たちに影響を与えてきた。本稿は、クワジェリン島育ちでハワイ在住のアメリカ人作家








1 Teresia K.Teaiwa, “bikinis and other s/pacific n/oceans,” The Contemporary Pacific, vol. 6, no. 1, 
Spring 1994, pp.87-109. 
2 Robert Barclay, Meļaļ: A Novel of the Pacific, U of Hawai‘i P, 2002. 
3 Robert C. Kiste が書評 “Meļaļ : A Novel of the Pacific,” The Contemporary Pacific, vol.16, no.1, 







































るクワジェリン環礁のイバイ (Ebeye) 島もその居住地のひとつである。 
4 ミクロネシアに気象観測所も配置していく。真珠湾攻撃はマーシャル諸島の気象観測データを
基に行われた。豊﨑博光『マーシャル諸島核の世紀（上）』（日本図書センター、2005）、14 頁。 
5 アメリカによるクワジェリン環礁への空爆と戦艦からの 15,000 トンの爆弾を用いた砲撃につ
いては、Martha Smith-Norris, Dominion and Resistance: The United States and the Marshall Islands 
During the Cold War, U of Hawai‘i P, 2016, p.3 参照。 


















年に 1,284 人であったイバイ島の人口は、ミッド・コリドー地帯からの島民の移動後の 1967
年には 3,540 人に、さらに 1980 年には 6,169 人、1999 年には 9,345 人と増え続けている（RMI 
Statistical Yearbook 2002, p.15）。13 0.35 km2ほどの面積に 9000 人以上の人口が密集するイバ
イ島は「太平洋のスラム」と呼ばれ、1999 年時点での人口密度は約 26,700 人/ km2、世界で









果（1967～71 年）は「信託統治領内の病院で行われていた 328 例の白内障治療のうち、74％
にあたる 244 例がマーシャル諸島（首都のあるマジュロ島とクワジェリン環礁イバイ島）
の病院で行われた」と述べており、世界保健機構は「マーシャル諸島の白内障症状の多発
9 Martha Smith-Norris は、1971～73 年にエニウェトク環礁では 12 回の化学兵器実験が行われて
いたことにも言及している。(Dominion and Resistance, 13.) 
10 豊﨑博光『マーシャル諸島核の世紀（下）』（日本図書センター、2005）、31 頁。 
11 Martha Smith-Norris によれば、1965 年にミッド・コリドー地帯から移住させられた島民は合
計で 1470 人くらいである（Dominion and Resistance, p.109）。 
12 中原聖乃・竹峰誠一郎『核時代のマーシャル諸島――社会・文化・歴史、そしてヒバクシャ』
（凱風社、2013）、149 頁。 
13 http://www.pacificweb.org/DOCS/rmi/pdf/YEARBOOK2002.pdf 参照。 
14 2011 年の人口調査では、クワジェリン環礁全体の人口が 11,408 人で 1999 年より 500 人ほど
増えていることから、イバイ島の 2011 年の人口はおよそ 1 万人弱と推定できる。Republic of the 















下にある太平洋の軍事事情は、本稿でとりあげる Robert Barclay の小説 Meļaļ: A Novel of the 
Pacific によく描かれている。また、Kathy Jetn̄il-Kijiner が “History Project” で引用する “for 
the good of mankind” (21)という言説は、そのことをよく表している。世界の「平和」を維持
するためという《帝国》の言説は、湾岸戦争、イラク戦争、そして、現在も繰り返される。
Mark J. Rauzon は Isles of Amnesia: The History, Geography, and Restoration of America’s 










３． Kathy Jetn̄il-Kijiner の詩集――Iep Jāltok: Poems from a Marshallese Daughter20
マーシャル諸島出身の若手女性詩人 Kathy Jetn̄il-Kijiner が 2017 年 2 月に初めての詩集を
出版した。Jetn̄il-Kijiner は、ハワイ大学で修士号を取得したのち、故郷のマーシャル諸島マ
ジュロに帰り、高校教師をしながら、詩の創作ワークショップや、環境保全団体の NGO 活







18 日本の沖縄返還の際に米軍基地から搬出された化学兵器も保管されていた。同上、93 頁。 
19 Mark J. Rauzon, Isles of Amnesia: The History, Geography, and Restoration of America’s Forgotten 
Pacific Islands, U of Hawai‘i P, 2016, p. 141. 




のために、アメリカに移住した。マーシャル語のタイトル Iep Jāltok には “A basket whose 









詩にはじめて出会ったのは、YouTube にアップロードされた 2012 年ロンドンの South Bank 
Centre のロビーで撮影された詩の朗読パフォーマンス“History Project”の映像 21であった。当
時、まだ Jetn̄il-Kijiner のことを知らず、偶然出遭ったこの映像で、マーシャル諸島での核実
験に対する「怒り」の声を表明しているこの若いマーシャル人女性に関心をもった。














に立ち向かう現代のマーシャル諸島の女性たちの姿を重ねている。 22 第 4 部の“Dear 
Matafele Peinem”（2014 年 9 月に UN Climate Summit で朗読した娘に捧げる詩）にも、この
「サンゴ礁を食う巨大な魚」は、「グローバル企業の貪欲な鯨」 (“greedy whale of a company” 
71)という比喩に形を変えてあらわれる。「いつか潟湖がおまえを呑み込み(devour)、パンの
21 https://www.youtube.com/watch?v=DIIrrPyK0eU 参照。 
22 小杉世「環境芸術と政治――鉱山開発、エコテロリズム、地球温暖化、非核南太平洋」（『ポ
ストコロニアル・フォーメーションズⅪ』大阪大学言語文化研究科、2016、15-26 頁）第 8 節で、





しない」と娘に語り、子供たちを “climate refugees” にさせないという決意を表明する。Isles 










  かつて家屋があった場所が 銀色の破片と焼け焦げた
日本人とマーシャル人の死体で覆われるのを見たあとでは、
  兵士たちが 逃亡した男を 裏切り者と責めて








































４． Robert Barclay の小説――Meļaļ: A Novel of the Pacific
アメリカ人の両親のもとに本土で生まれた Robert Barclay（1963―）は、父親が 1969 年に
レーダー技師としてクワジェリン島に赴任、1972 年 9 歳のとき、母親と共にクワジェリン
23 日本語訳は筆者。スペースの都合により、もとの詩の改行を省略している箇所がある。 
24 https://www.kathyjetnilkijiner.com/ 参照。 
25 肌に刺した椰子の葉は、椰子の葉の中肋(midrib)を胸の皮膚に刺して死者を悼むために刻む
“scar tattooing”と呼ばれるマーシャル諸島の古い習慣を連想させなくもない。Dirk H. R. 
Spennemann, Marshallese Tattoos, Republic of the Marshall Islands Historic Preservation Office, 1992, 
p.118 参照。（Dirk H. R. Spennemann, Tattooing in the Marshall Islands, Bess Press, 2009, p.100 によれ
ば、男性の刺青である。）この“scar tattooing” は Barclay の Meļaļ にも登場する(“a series of raised 
scars, put there by stabbing a palm leaf midrib thorough his skin and lighting it on fire. He did so in 










Barclay の処女長編小説 Meļaļ: A Novel of the Pacific (2002)29は、1981 年の聖金曜日 30 のイバ
イ島とクワジェリン島の一日を描いたものである。この小説は、クワジェリン島の汚水処
理施設で技師として働き、イバイ島に住むマーシャル人の中年男性 Rujen Keju とその二人
の息子たち Jebro と Nuke31 の物語、Jebro と同年代の 3 人のアメリカ人青年の物語など、人
間の活動する現実の世界が非常にマテリアルな現実描写で描かれるのと並行して、人間の
目には見えない「もう一つの次元」の世界、マーシャル諸島の伝説のトリックスターEtao
や小人の妖精 Ņoniep、亡くなった Ataji (Rujen の父親) の魂が宿る軍艦鳥、そして、イバイ
島周辺の海を徘徊するデーモンたちの織り成す超自然の世界の物語が描かれ、それら二つ






小説の現在時は、ドナルド・レーガンが大統領（任期：1981 年 1 月~1989 年 1 月）に就
任した 3 か月後、クワジェリン島のミッド・コリドー地帯では、第 2 節でふれたミサイル
実験が展開されており、マーシャル人たちは立ち入り禁止区域が半分以上をしめる環礁内
で漁場も制限され、大陸弾道ミサイルや気象観測ミサイルが上空を定期的に飛び交うなか
で生活していた。Rujen の息子たちがボートでめざす祖父の墓のある故郷の島 Tar-Wōj もこ
28 Barclay の伝記的情報は、2013 年 8 月と 2016 年 9 月の 2 回にわたる面会とその後の E メール
による対話に基づく。Barclay の父親は 2001 年に退職し、現在ハワイ在住、母親は 2008 年に癌
で亡くなっている。Barclay は現在、地球温暖化をテーマにした空想科学小説を執筆中である。 
29 小杉世「この世の最期のダンス？――Lemi PonifasioのBirds with Skymirrorsと太平洋の核文学」
『ポストコロニアル・フォーメーションズⅧ』（大阪大学大学院言語文化研究科、2013、pp. 23-36）
においても、第 5 節で Meļaļ を論じている(pp. 35-36)。この作品に関する先行研究はまだ少ない
が、アメリカ人である Barclay のマーシャル人表象とデーモンの扱いを批判的にとらえた Simone 
Oettli-Van Delden, “Problematizing the postcolonial: Deterritorialization and cultural identity in Robert 
Barclay’s Meļaļ,” World Literature Written in English, vol.39, no.2, 2002, pp. 38-51、Delden に一部反論
し、この小説を肯定的にとらえた Teresa Shewry, “Sea of secrets: Imagining illicit fishing in Robert 
Barclay’s Meļaļ and Rob Stewart’s Sharkwater,” Journal of Postcolonial Writing, vol. 49, no. 1, 2013, pp. 
47-59と同じく Shewryの“Utopia Hauted: Loss and Hope in the Nuclear Pacific”, Hope at Sea: Possible 
Ecologies in Oceanic Literature, U of Minnesota P, 2015, pp.147-175、放射能のオカルト性に注目し、
ゴシック小説として本作品を論じた Hanna Straβ, “‘A Living Death, Life Inside-Out’: The 
Postcolonial Toxic Gothic in Robert,” Globalizing Literary Genres: Literature, History, Modernity, 
Routledge, 2016, pp. 228-240 などがある。 









く 32なか、医師には「幸運な例」と言われるが、被ばくから 8 年後の 1962 年、親族の反対

























Iia の被ばくとロンゲラップ島民が実験材料にされたという見方については、後に 18 歳の
長男 Jebro の回想のなかで、より現実的な言葉で語られる。Jebro の父方の故郷は Tar-Wōj
32 ブルックヘブン国立研究所の調査では、1966～69 年に甲状腺癌 19 人と甲状腺異常 18 人が見








作戦マイク実験で、故郷の島が深さ 200 フィート、円周 1 マイルのクレーターになったの
を知ったとき、水爆で「自分の魂の一部も破壊された」(80)と語っていたのを回想する。 
Rujen Keju の父親 Ataji は、伝統主義者で日本人ともアメリカ人とも闘ってきた男として
描かれる。Simone Oettli-Van Delden は、Barclay が当時の抵抗運動を全く描いていないと批
判するが、注意深く読めば、背後にある歴史的事実を想起させるような描き方がされてい




ク島、ロイ・ナムール島などで、“sit-in” や “sail-in” と呼ばれる抗議運動を行っていた。33 
1969 年から繰り返し行われた一連の抗議運動のなかで、“Operation Homecoming”と呼ばれた
大規模な抗議活動（迎撃ミサイル基地のあるメイク島を占拠した）は、この小説の設定さ




(23) という。この Ataji の名は、当時、上院議員でマーシャル人たちにとってのスポークス
マンでもあった Ataji Balos を連想させる。35 ただし、Barclay は政治小説としてこの小説を
書かず、歴史上の抗議運動の詳細を描くことはなく、その活動のクライマックスとなる 1982





の妻 Iia の声にならない沈黙のほうに焦点をあてている。 
伝統主義者で活動家でもあった父親と折り合いが悪く、Ataji を“trouble maker”と呼び、自
らを“a strong believer in progressing to join the modern world” (92)とみなす Rujen は、クワジェ
リン島の下水道処理施設で第一級技師として働き、アメリカ人の通うクワジェリン島のカ
トリック教会でただ一人のマーシャル人の案内人 (usher) であることを誇りに思っている。
33 豊﨑博光『マーシャル諸島核の世紀（下）』、194-95 頁。 
34 Simone Oettli-Van Deldenは“Operation Homecoming”を小説の現在時と同年に起こったこととし
ているが誤りである。
35 Barclay も Ataji Balos のことを念頭に置いていたという。 
マーシャル諸島から太平洋を越えて
 ―37― 























す。Jebro は少年の自殺の多さについて次のように語る。“we try to copy the Americans, but we 
can never have the life Americans have. Marshallese boys are in a hole between two worlds, and 
maybe the rope is a way for many of them to get out.”  Jebro 自身はこの「穴」から抜け出す方
法を見いだしている。自殺しようとしたことがあるかと尋ねる弟に Jebro は、“One time I was 
going to, but when I was trying the noose, I discovered a great fishing knot”(131)と答える。左手の
6 番目の指（爪のない余分の小指）を「魔法の指」と呼び、「水につけて動かすと魚を釣れ
る」(4)と自慢する Jebro は、トリックスターの Etao と同様、状況を逆転させる力をもって
いる。
小説の「もうひとつの次元」の世界では、マーシャル諸島の創世神話の始まりから、ト
リックスターEtao の島めぐりの冒険が語られ、Etao と Jemāluut（マーシャル語で「虹」）の
兄弟の航海が、人間界の Jebro と Nuke の航海と並行して描かれる。伝説の語り直しのなか
には、明示的ではないながら、現代の歴史的な物語が重ね書きされている。ミクロネシア





























1952 年 11 月 1 日にアメリカがマーシャル諸島のエニウェトク環礁で人類初の水爆実験（ア
イビー作戦マイク実験）に成功し、同年 10 月 3 日にはイギリスがオーストラリアで原爆実
験に成功、翌年 1953 年にはソ連が水爆実験に成功した。そして、朝鮮戦争は 1953 年 7 月
36 Daniel A. Kelin, Marshall Islands: Legends and Stories, Bess Press, 2003.  
37 Laurence Marshall Carucci, “The Source of the Force in Marshallese Cosmology,” The Pacific 
Theater : Island Representations of World War II, 1989 (http://hdl.handle.net/10125/25824). Greg Dvorak, 
“ ‘Marshall Islands’: Making Marshallese Masculinities between American and Japanese Militarism,” 
The Contemporary Pacific, vol.20, no.1, 55-86 でも引用されている。 



































39 この歴史背景は、東宝株式会社 2002 年発行の DVD『生きものの記録』の解説書の広瀬隆「恐
怖の時代」22 頁参照。 
40 DVD『生きものの記録』（東宝株式会社、2002）の解説書 48 頁参照。 
41 青山論文 434 頁の放射性降下物のグローブ状の経緯度分布図 (Fig.1) 参照。日本列島は高濃度
地点に位置している。Michio Aoyama, Katumi Hirose and Yasuhito Igarashi, “Re-construction and 
updating our understanding on the global weapons tests 137Cs fallout,” Journal of Environmental 











































ダの実験の灰はジェット気流にのって約 2 週間で北海道に到達したことがわかっているとある。 
42 この米国エネルギー省の機密文書は、ドキュメンタリー映画『放射線を浴びた X 年後』(2012)
の上演パンフレット 9 頁に引用されている。 
